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令和 2年度事業報告 
 

 

Ⅰ 法人の概況 

 １ 設立年月日  昭和 23年  1月 25日 設立総会 

昭和 24年 11月 28日 設立認可 

平成 24年  3月 12日 公益財団法人に移行 

 

 ２ 定款に定める目的 

 公益財団法人愛媛県消防協会は、消防団員、消防職員及び県民に対して広く防火防災に係

る消防知識技能の向上等を図るとともに、もって社会の災厄を防止し、人類共同の福祉の

増進に寄与することを目的とする。 

 

 ３ 定款に定める事業内容 

   (１) 消防団員、消防職員並びに県民に対する防火防災思想の普及啓発 

   (２) 消防団員、消防職員並びに県民に対する消防関係資材の配布 

   (３) 消防団員、消防職員並びに県民に対する講習会等の実施及び県民自身が実施する研

修会等の開催に関する関係機関との連絡調整 

(４) 消防団員、消防職員、消防関係団体並びに県民の消防功労者等の表彰 

 (５) 消防団の活性化及び地域防災力の向上並びに災害等の支援に関する事業 

（６） 消防に係る諸団体相互間の連絡調整、事業の協力 

(７)  消防に関する図書及び機関紙の発刊 

（８） 消防職団員の共済事業に関すること 

 (９) 消防職団員の福祉厚生に関すること 

  (10) 会員、賛助及び県民に対する指導育成並びに入会の促進に関すること  

(11) 各種事業の適正化効率化を支援すること 

(12) 公益目的事業の推進に資するため、保有する資産(協会が保有する施設、物品、協会

が発行する印刷物、協会のホームページ等を含む。)を活用した広告事業及び駐車場

の賃貸等、収益事業を行うこと 

(13) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 ４ 所管官庁に関する事項 

    愛媛県 総務部   管理局 私学文書課 

    愛媛県 県民環境部 防災局 消防防災安全課 

 

 ５ 会員の状況                  （各年度 10月 1日現在集計数） 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

種  類 令和元年度 令和 2年度 前年比増減 

普通会員 消防団員等 

消防吏員 

19,900名 

1,817名 

19,689名 

1,827名 
▲201名 

賛助会員 0名 0名 0名 

名誉会員 19名 19名 0名 

特別会員 24団体 24団体 0団体 

合  計 24団体 21,736名 24団体 21,535名 ▲201名 



2 

  ６ 定款に定める主たる事務所・支部の状況 

    主たる事務所：愛媛県松山市築山町１－３５ 

    支部名：東予支部（今治市・新居浜市・西条市・四国中央市・越智郡上島町） 

       ：中予支部（松山市・東温市・伊予市・伊予郡松前町・伊予郡砥部町・ 

上浮穴郡久万高原町・伊予消防等事務組合） 

       ：南予支部（宇和島市・八幡浜市・大洲市・西予市・内子町・伊方町・ 

鬼北町・松野町・愛南町・大洲地区広域消防事務組合・ 

八幡浜地区施設事務組合・宇和島地区広域事務組合） 

 

  ７ 役員等に関する事項 

(１)  理事 16名・監事 3名 

 

   (２) 評議員 17名 

役 員 等 氏  名 常勤・非常勤の別 担当職務・現職 

評 議 員 近藤 正紹 非常勤 
県消防長会（西条市消防本部消防

長） 

評 議 員 沖田 誠二 非常勤 
県消防長会（伊予消防等事務組合

消防本部消防長） 

評 議 員 渡部 純三 非常勤 今治市消防団長 

評 議 員 柏原 伸一郎 非常勤 上島町消防団長 

評 議 員 飯尾  始 非常勤 新居浜市消防副団長 

評 議 員 白木 統務 非常勤 西条市消防副団長 

評 議 員 久米 幸一 非常勤 四国中央市消防副団長 

評 議 員 中島 幸一 非常勤 東温市消防団長 

評 議 員 嘉村 重雄 非常勤 松前町消防団長 

役 職 等 氏   名 
常勤・非常勤の

別 
担当職務・現職 

会 長 大西 浩司 非常勤 松山市消防団長 

副 会 長 堀田  公 非常勤 新居浜市消防団長 

副 会 長 後藤 英治 非常勤 砥部町消防団長 

副 会 長 藤原 展嘉 非常勤 八幡浜市消防団長 

常 務 理 事 芳野 浩三 常勤 県消防協会事務局長 

理    事 石川 勝行 非常勤 県市長会（新居浜市長） 

理    事 岡本 靖 非常勤 県町村会（松前町長） 

理    事 中島 恭庸 非常勤 県県民環境部防災局消防防災安全課長 

理    事 中矢 洋造 非常勤 県消防長会（松山市消防局長） 

理    事 近藤 英樹 非常勤 
県消防長会（四国中央市消防本部消防

長） 

理    事 兵藤 貞樹 非常勤 
県消防長会（八幡浜地区施設事務組合消

防本部消防長） 

理    事 高橋 公一 非常勤 西条市消防団長 

理    事 曽我部 光夫 非常勤 四国中央市消防団長 

理    事 立野 好仁 非常勤 久万高原町消防団長 

理    事 稲垣 聖治 非常勤 宇和島市消防団長 

理    事 松岡 増幸 非常勤 愛南町消防団長 

監    事 白鞘 浩志 非常勤 今治市消防団副団長 

監    事 松下 豊繁 非常勤 伊予市消防団長 

監    事 廣瀬 吉孝 非常勤 西予市消防団長 
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評 議 員 芳野 正至 非常勤 松山市消防副団長 

評 議 員 梅岡 公胤 非常勤 伊予市消防副団長 

評 議 員 滝内 光雄 非常勤 久万高原町消防副団長 

評 議 員 矢野 正祥 非常勤 大洲市消防団長 

評 議 員 古田 元昌 非常勤 内子町消防団長 

評 議 員 兵頭  秀 非常勤 伊方町消防団長 

評 議 員 渡邊 広道 非常勤 松野町消防団長 

評 議 員 渡辺 正弘 非常勤 鬼北町消防団長 

 

 ８ 職員に関する事項 

職    員     数 前期末比増減 

男 子   1名   ±0名 

 女 子   2名   ±0名 

合 計   3名   ±0名 

 

 

９ 許認可等に関する事項 

   提出    令和 2年 6月 22日 

         １．事業報告書等の提出 

   変更届出  令和 2年 8月 4日 

         １．理事及び監事の任期満了に伴う変更並びに評議員の退任者に伴う変更の

届出 

   変更届出  令和 2年 10月 15日 

         １．代表者の変更の届出 

変更届出  令和 2年 11月 6日 

         １．理事の退任者に伴う変更の届出 

    提出    令和 3年 3月 15日 

１． 事業計画書等の提出 
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Ⅱ 事業の状況 

1 事業実施状況 

 

公益目的事業 

実施内容 

１．消防団員等の福祉厚生に関する事業並びに消防殉職者及びその遺族に対する弔慰救済に 

関する事業 

 

（1）消防団員等福祉共済事業 

ア．共済事業の仲介事業 

福祉共済・個人年金の加入促進、共済金の申請・支払等 

⚫ 共済加入者数：19,480名 

給付額合計：30,405,500円 

給 付 数 遺族援護金 17件 17,000,000円 

 生活援護金 3件 3,000,000円 

 障害見舞金 1件 60,000円 

 入院見舞金 195件 10,345,500円 

＜説明会の実施＞ 

令和 2年 7月 30日（木）大洲市消防団新入団員説明会 

令和 2年 9月 27日（日）愛媛県女性研修会 

⚫ 消防個人年金加入者数 212名 前年比－5名（令和 3年 3月 31日） 

⚫ 婦人消防隊員加入者数 88名 

イ．車両等現物支給の仲介事業 

⚫ 車両交付 

       過去の支給状況と共済金還付率を選定基準として決定した順位に基づき交付順位

を決定し、日本消防協会へ申請を行い、交付を受けた。 

大洲市消防団（消防団活動車 1台） 

⚫ 健康器具・トレーニング用品の配付 

共済金還付率を選定基準として決定した順位に基づき、斡旋する仲介事業を行

う。 

 4市町（今治市・四国中央市・東温市・松野町消防団） 

⚫ 女性消防団員制服交付 

女性消防団員の純増かつ申請があった消防団を日本消防協会へ推薦し、制服交付

の仲介事業を行う。 

5 月申請（9月交付） 
10 月申請（12 月交

付） 
1 月申請（3月交付） 

東温市消防団 1着   

 

（事業費）204 万円（受取補助金、受取交付金を充当） 
 

 
（2）消防殉職者及びその遺族に対する弔慰救済に関する事業 

ア．弔慰金支給事業 

   申請のあった消防殉職者の遺族全てに対し、弔慰金を支給する。 

（18件 180,000円） 

 

イ．慰霊祭開催事業 

⚫ 第 95回殉職消防職団員慰霊祭 

       消防職団員が参列し、消防殉職者のご遺族さまとともに御霊のやすらかな冥福を 

祈る。殉職消防職団員：65柱 

令和 2年 5月 20日（水）開催予定であったが、コロナ禍を鑑み中止。 
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⚫ 第 38回全国消防殉職者慰霊祭 

  開催日：令和 2年 9月 17日（木) 

場所：ニッショーホール 

日本消防協会では新型コロナウイルス感染症対策として、参列者を限定し、新合

祀のご遺族、全国遺族会理事、各都道府県消防協会会長に案内があったが、開催

地が感染拡大地域であったため、愛媛県からの参列者はなし。 

（事業費）20 万円（受取補助金、受取交付金を充当） 

 
（3）消防団応援プロジェクト事業  

愛媛県内の事業所等が消防団員応援事業所として消防団員やその家族などを対象に優遇制

度を設け、消防団員の士気の高揚と団員確保につなげるとともに、地域産業の振興につな

げる。 

登録店舗：656件（内 78件は閉店等の理由により脱退） 
（事業費）8 万円（受取負担金を充当）  
２．消防団の活性化並びに充実強化及び地域防災力の向上に関する事業 

 

（1）地域防災力向上事業 

東・中・南予支部ごとに計画された活動の支援や市町の枠を超えた活動を円滑に行う。 

地域の防災力を高めるため、水防工法訓練や研修会あるいは担当者会議、地域住民との交

流 兼ねたレクリエーション等について助成金等を支払う。 

⚫ 女性消防強化対策研修会 

＜情報共有会＞ 

女性消防団の活動や団員確保のための取組事例など、愛媛県内の女性消防団員が一堂

に会し情報共有や意見交換を行った。 

開催日時：令和 2年 9月 27日（日）10：30～13：00 

会場：松前総合文化センター ふれあい展示場 

参加者：13市町 35名、オブザーバー：3名 

＜課題検討会＞ 

各市町の男性消防団員アンケート結果を受け、女性消防団の活動や団員確保のための

課題抽出や解決策の検討など、愛媛県内の女性消防団員が一堂に会し情報共有や意見

交換会を行った。 

 開催日時：令和 3年 3月 14日（日）10：30～13：00 

会場：愛媛県生活文化センター 第 2研修室  

WEB参加会場：今治市消防本部・伊方町役場・愛南町役場 

参加者：11市町 27名 

 

⚫ 水防工法訓練  コロナ禍を鑑み、中止。 

 

⚫ レクリエーション等  コロナ禍を鑑み、中止。 

 

⚫ 消防団合同訓練 

中予 
2020.8.29 

伊予市双海町上灘周辺 

愛媛県総合防災訓練に合わせ、中予地区の消防

団が集結し訓練を実施。 

東予 
2020.10.25 

新居浜市黒島海浜公園 

新居浜市と四国中央市が、林野火災防ぎょ訓練

を実施。 

南予 

2020.10.25 

愛南町御荘長月・和口

地区 

愛南町消防団と宇和島市消防団津島方面隊が、

情報収集・伝達訓練を実施。 

情報 

共有会 

2020.10.30 

リジェール松山 

各市町消防団長および消防長が集まり、訓練の

概要報告および課題の共有を行った。 

 
（事業費）274 万円（受取負担金、県委託事業収益を充当） 
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（2）消防団普及啓発宣伝活動事業 

⚫ 消防団応援プロジェクト事業（再掲） 

⚫ 防火防災思想の普及宣伝事業 

   「防火防災に関する」作文、防火ポスター図案募集 

6月誘致開始→9月上旬〆切  

<作文応募数>（12点） 

愛媛県消防協会  

最優秀賞：愛南町立一本松中学校 河野桜子さん「両親に学ぶ」 

優秀賞：大洲市立肱川中学校 山下天河さん「消防団が人を助ける理由」 

<ポスター図案応募数>（19点） 

令和 2年度防火ポスターコンクール（全国）  

     佳作 ：松前町立北伊予中学校 竹田脩真さん 

愛媛県消防協会 優秀賞：松前町立北伊予小学校 湯浅 凛さん 

 

⚫ 加入促進事業 

  人口減少・高齢化が進む中、地域防災力の中核を担う消防団を充実強化するため、将来の 

消防団の担い手である高校生にターゲットとして近い将来の入団を促進するとともに、 

中学生を対象に普及啓発を実施し、消防団員の確保と若返りを図り、地域防災力の強化推

進を図ることを目的とする。 

 《高校訪問》 13校実施 

 

 

 

《中学生消防体験学習》5校実施 

 

 

 

 

（事業費）188万円（受取負担金、県委託事業収益を充当） 

 

（3）大規模災害の被災地に対する見舞い及び支援等に関する事業 

  県内で大規模災害が発生した場合に被災地で災害対応活動にあたる消防団を支援するた

め、活動に要する経費の一部を助成する。 

ア．被災地市町消防団運営助成金 

    協会の自主財源により、被災地で活動する市町消防団の活動経費の一部を助成する。 

イ．被災地市町見舞金 

    県内で大規模災害が発生した場合、日本消防協会や他府県消防協会、消防関係者から送

られた見舞金を被災規模に応じて役員会等で分配額を決定し、被災地市町消防団に分配す

る。 

（事業費）－万円（受取補助金、受取寄付金を充当） 

東予 6校 

中予 1校 

南予 6校 

東予 3校 

中予 1校 

南予 1校 
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３．消防団員等の教育並びに研修及び訓練に関する事業 

消防職団員等が災害の発生時に的確に対処できる知識と技術を習得し、その研さんを図るた

め、消防職団員に対する各種研修を行うとともに、消防団等の指導者に対する研修事業を行

う。 

 

（1）消防職団員に対する研修事業 

⚫ 女性消防強化対策研修会（再掲） 
⚫ 消防団員意見発表会 

各支部消防団から選抜された消防団員が、消防団活動に対する提言や取り組むべき課題等

について発表し、消防団活動の諸問題に関するより一層の知識の研さんや意識の高揚を図

る。 

開催日：令和2年10月30日（金）15：00～16：00 

場所：リジェール松山 

テーマ：「豪雨災害」「コロナ禍」「地域防災」の中から個々に選択 

最優秀…中予支部・松山市消防団 

（石井隆之介 「このまちの 未来のために」） 

優 秀 東予支部・西条市消防団 

（片山 大樹「大規模災害における消防団と地域防災力の向上」） 

南予支部・大洲市消防団 

（山田 太一「災害時の地域連携活動について考える」） 

⚫ 全国女性消防団員活性化大会  

コロナ禍を鑑み、延期。（2021.11.9徳島県アスティとくしまにて開催予定） 

 

（2）指導者及び協会役職員の研さん事業 

 ア．正副団長消防長等研修会 

愛媛県内の消防長、団長等を対象に、地域の消防防災・減災等についての知識を深めると

ともに、消防幹部相互の意識疎通と見識を広めるための研修を行う。 

開催日：令和 2年 10月 30日（金）16：00～17：00 

場 所：リジェール松山 

参加者：78名 

 イ．消防団員指導員研修会 

消防団運営の活性化に資するため、日本消防協会と連携、愛媛県消防学校と協力し、  

図上・実技訓練等や意見交換等の研修を行う。  

開催日：令和 2年 10月 24日（土）、25日（日） 

場 所：愛媛県消防学校 

参加者：26名（不参加：今治市、上島町、大洲市、伊方町、鬼北町、松野町、愛南町） 

 

（付帯事業） 

⚫ 消防団幹部特別研修及び消防団幹部候補中央特別研修（男性・女性） 

コロナ禍を鑑み、YouTubeによる映像配信での実施となった。 

参加者：久万高原町消防団 副団長 十亀 直彦 

 

（事業費）25万円（受取補助金、受取交付金、受取負担金を充当） 

 

４．消防防災に関する情報の収集提供並びに消防防災に関する雑誌図書その他の刊行頒布に 

関する事業 

 

（1）消防防災情報提供事業 

ア．ホームページ情報提供事業 

協会ホームページを通じて消防防災情報や消防団活動等を無償で提供する。 

3/31現在アクセス数（292,839）（R1.3/31現在アクセス数 260,141） 
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イ．機関誌「えひめ消防」発行事業 

  年 4回（4・7・10・1月）合計 4,400部発行、翌月 10日発送。 

ウ．防火宣伝リーフレット配布事業 

  秋の火災予防運動にあわせ希望した市町へ防火宣伝リーフレットを配布する。 

 10消防団 123,000部（令和元年度…137,200 部）△14,200 部 

エ．日本消防協会機関誌「日本消防」配布事業 

  毎月 10日発送（120冊×12カ月） 

 

（2）消防防災思想に係る物品の斡旋 

   消防防災に関する教本、消防関連商品等の斡旋等を行う。 

ア．日本消防協会消防防災関連商品の斡旋事業 

・消防団幹部実務必携 10消防団 90部（R1…11 消防団 82 部）△1 消防団+8 部 

・消防団手帳 14消防団 789部（R1…14 消防団 749 部）+40 部 

・「守れわがまち」 7消防団 246冊（R1…8 消防団 265 冊）△1 消防団△19 冊 

・幹部職章 1消防団（R1…0消防団） 

   イ．その他消防防災関連商品の斡旋事業 

応援プロジェクト会員証 4消防団 100枚（R1…5消防団 838 枚）-738 枚 

（事業費）182万円（事業収益を充当） 

 

５．消防に関する表彰事業 

 

（1）愛媛県消防協会長表彰事業 

功績顕著な消防団や功績・功労のあった消防職団員等を各支部または各市町で選定し、県協

会長の承認により協会が表彰する。 

   団体の部 表彰旗：四国中央市消防団 

        竿頭綬：新居浜市消防団、東温市消防団、内子町消防団 

個人の部 功績章（79名） 

        勤続章（462名） 

        規律章（36名） 

        親子消防団員表彰（20名） 

        夫婦消防団員表彰（7組） 

感謝状 消防団員家族（78名） 

        団体表彰（72団体） 

（付帯事業）日本消防協会定例表彰  

※令和 3年 3月 5日（金）表彰式の予定であったが、コロナ禍を鑑み取りやめ。 

日本消防協会最高栄誉賞まとい：大洲市消防団 

団体の部 表彰旗：西条市消防団 

        竿頭綬：今治市消防団、砥部町消防団 

優良婦人消防隊：該当なし 

個人の部 功績章（21名） 

        精績章（53名） 

         勤続章（270名） 

（事業費）108 万円（受取負担金を充当） 

 

６．消防防災に関する記念事業及び大会の開催に関する事業 

 

（1）消防操法大会 

  ア．地区大会 

 地区で行われる大会に対し、表彰物品の斡旋や役職員の派遣を行う。（該当なし） 

  イ．愛媛県消防操法大会 

   令和 2年 7月 26日（日）開催予定であったがコロナ禍を鑑み中止。 

  ウ．全国大会（第 27回全国消防操法大会） 
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令和 2年 10月 16日（金）開催予定であったがコロナ禍を鑑み中止。 

（2）消防大会等県委託事業 

⚫ 愛媛県消防大会  

消防関係者、婦人防火クラブ員及び自主防災組織員等が一堂に会し、相互の団結を深め、

伝統ある消防精神の高揚を目指す。 

令和 2年 5月 20日（水）開催予定であったが、コロナ禍を鑑み、中止。 

（事業費）3 万円（県委託事業収益、受取負担金を充当） 

 

７．消防諸団体の事業に対する協力並びにこれら団体の相互連携に関する事業 

 

（1）各種ブロック会議 

⚫ 中四国ブロック会議 日本消防会館移転のため、未実施。 

日本消防協会からの伝達事項や各消防協会が抱える諸問題等について協議するとともに、 

意見・情報の交換を行う。 

⚫ 四国ブロック会議  

各県消防行政及び各県消防協会の現況や各県から提出のあった議題について協議すると 

ともに、意見・情報の交換を行い、相互理解を深める。 

令和 3年 1月 25（月）実施予定であったが、コロナ禍を鑑み、中止。 

 

（2）消防出初（観閲）式 

   消防団訓練等の披露、防火防災思想の普及啓発や消防団員の加入促進のために、愛媛県下

各市町が主催する消防出初（観閲）式に協会役職員等を派遣する。 

   すべての市町でコロナ禍を鑑み、中止。 

 
（事業費）0.3 万円（受取補助金、受取負担金を充当） 

 

 

収益事業 

事業内容 

駐車場管理事業 

契約台数 13台×12カ月（駐車場補修工事のため 1か月分は利用料いただかず） 

広告等事業 

えひめ消防 

 紙面広告（6社）×4回 

 折込広告（1社） 

バナー広告（6社） 

 

 

 2 重要な契約に関する事項 

特になし 
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 3 役員会等に関する事項 

⑴  執行役員会   

＜第 1回＞ 

開催日時：令和 2年 4月 21日(火)13：00～14：00 

開催場所：愛媛県消防協会 2階会議室 

協議事項：第 1号議案  令和元年度事業報告書について 

     第 2号議案  令和元年度決算並びに監査報告について 

第 3号議案  定時評議員会開催日程及び会議目的事項について 

【その他】 

  ・新型コロナウィルス感染対策の動向及び今後の消防協会行事の対応について 

 

＜第 2回＞ 

開催日時：令和 2年 8月 6日（木）9：43～10：40 

開催場所：愛媛県消防協会 2階会議室 

協議事項： 

追加第 1 号議案 追加議案「公益財団法人愛媛県消防協会代表理事（会長）について」の承認

について 

追加第 2号議案 会長の辞任について 

追加第 3号議案 新会長の選定について 

第 1号議案「消防協会の規定改正」について 

第 2号議案「全国及び愛媛県消防操法大会」について        

報告事項：・愛媛県委託事業について（近隣市町合同訓練、女性消防団員確保対策事業、未来の

消防団加入促進事業） 

・愛媛県消防協会関係（正副団長消防長等研修会、公益インフォメーションへの定

期提出書類、ホームページのリニューアル） 

・日本消防協会関係（第 26回全国女性消防団員活性化徳島大会、日本消防会館建設

関係） 

・その他（愛媛県消防会館営繕等、愛消協まとい会） 

＜第 3回＞ 

開催日時：令和 2年 12月 18日（金）15：57～17：30 

開催場所：WEB（各市町消防本部・県協会） 

協議事項：⑴愛媛県の委託事業について 

⑵ 令和 3 年度行事予定について 

⑶ Web 会議について 

⑷ 愛媛県消防会館の処遇について 

報告事項：⑴「愛媛県消防操法大会」について 

⑵「えひめ消防」折込～わが街の自慢の品～について 

その他：⑴ 令和 3年 2月の定時理事会の日程について 

⑵ 令和 3年度役員等改選について 

＜第 4回＞ 

開催日時：令和 3年 2月 12日（金）16：00～17：10 

開催場所：WEB（各市町消防本部・県協会） 

協議事項：令和 3年度事業計画書について 

     令和 3年度収支予算書について 

     遊休財産額保有上限額超過の解消案について 
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愛媛県消防協会名誉会員について 

報告事項：新日本消防会館建設の現況について 

第 73回日本消防協会定例表彰式について 

その他：令和 3年度役員会等の日程について 

 

 

⑵ 理事会 

＜第 1回＞ 

開催日時：令和 2年 4月 30日(木) 

開催場所：書面会議 

協議事項：第 1号議案  令和元年度事業報告書について 

     第 2号議案  令和元年度決算並びに監査報告について 

第 3号議案  定時評議員会開催日程及び会議目的事項について 

【その他】 

・役員（理事・ 監事 の 任期満了 に伴う 選任候補者推薦名簿及び、評議員の辞任に伴う

補欠選任候補者推薦名簿 

・新型コロナウィルス感染対策の動向及び今後の消防協会行事の対応について 

＜臨時理事会＞ 

開催日時：令和 2年 6月 12日(金)15：09～15：38 

開催場所：ウェルピア伊予 

協議事項：第１号議案  招集手続きの省略の同意について 

     第２号議案  仮議長の選出並びに議事録署名人について 

     第３号議案  会長の選定について 

     第４号議案  副会長、常務理事の選定について 

＜第 2回＞ 

開催日時：令和 2年 8月 6日（木）13：24～14：55 

開催場所：愛媛県消防協会 2階会議室 

協議事項： 

追加第 1号議案 追加議案「公益財団法人愛媛県消防協会代表理事（会長）について」の承認

について 

追加第 2号議案 会長の辞任について 

追加第 3号議案 新会長の選定について 

第 1号議案「消防協会の規定改正」について 

第 2号議案「全国及び愛媛県消防操法大会」について  

報告事項： 

・愛媛県委託事業について（近隣市町合同訓練、女性消防団員確保対策事業、未来の消防団加

入促進事業） 

・愛媛県消防協会関係（正副団長消防長等研修会、公益インフォメーションへの定期提出書

類、ホームページのリニューアル） 

・日本消防協会関係（第 26回全国女性消防団員活性化徳島大会、日本消防会館建設関係） 

・その他（愛媛県消防会館営繕等、愛消協まとい会） 
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＜書面理事会＞ 

令和 2年 10月 1日、理事 大西 浩司が全理事 16名及び全監事 3名に対して、理事会の決議の

目的である事項について、下記１の内容の提案書を発し、当該提案につき令和 2 年 10 月 19 日

までに全理事から同意の意思表示を得、また全監事から異議がなく、公益財団法人愛媛県消防

協会定款第 34条に基づく理事会の決議の省略の方法により、当該議案を可決する旨の理事会の

決議があったものとみなされた。 

第 1号議案 副会長の選定について  選任された副会長 後藤英治(砥部町消防団長) 

＜書面理事会＞ 

令和 2年 11月 2日、理事 大西 浩司が全理事 16名及び全監事 3名に対して、理事会の決議の

目的である事項について、下記１の内容の提案書を発し、当該提案につき令和 2 年 11 月 19 日

までに全理事から同意の意思表示を得、また全監事から異議がなく、公益財団法人愛媛県消防

協会定款第 34条に基づく理事会の決議の省略の方法により、当該議案を可決する旨の理事会の

決議があったものとみなされた。 

 第 1号議案 「公益財団法人愛媛県消防協会就業規則の一部を改正する規則」について 

＜第 3回＞ 

開催日時：令和 3年 2月 18日（木）16：00～17：10 

開催場所：WEB（各市町消防本部・県協会） 

協議事項：令和 3年度事業計画書について 

     令和 3年度収支予算書について 

     遊休財産額保有上限額超過の解消案について 

愛媛県消防協会名誉会員について 

報告事項：新日本消防会館建設の現況について 

第 73回日本消防協会定例表彰式について 

その他：令和 3年度役員会等の日程について 

 

   ⑶ 定時評議員会 

開催日時：令和 2年 6月 12日（金）13：26～14：17 
開催場所：ウェルピア伊予 鳳凰の間 
決議及び承認事項 

第 1号議案  議長の選出について 

第 2号議案  議事録署名人の選出について 

第 3号議案  2019度事業報告書について 

第 4号議案  2019年度決算並びに監査報告について 

第 5号議案  任期満了に伴う理事・監事の選出について 

第 6号議案  評議員の辞任に伴う補欠選任について 

諸般の報告 

【愛媛県消防協会関係】 

1．令和 2年度事業計画並びに同収支予算について 

2．新型コロナウィルス完成消拡大に伴う対応 

3．愛媛県委託事業について 

【日本消防協会関係】 

1．第 27回全国消防操法大会について 

2．第 26回全国女性消防団員活性化徳島大会について 

3．新日本消防会館建設の進捗について 
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＜書面評議員会＞ 
令和 2年 10月 1日、理事 大西 浩司が全評議員 17名に対して、評議員会の決議の目的である
事項について、下記の内容の提案書を発し、当該提案につき令和 2 年 10 月 15 日までに評議員
全員から書面により同意の意思表示を得たので、公益財団法人愛媛県消防協会定款第 20条に基
づく評議員会の決議の省略の方法により、当該議案を可決する旨の評議員会の決議があったも
のとみなされた。 
 第 1号議案 補欠評議員の選任について 選任された評議員 瀧内光雄(久万高原町消防団) 
第 2号議案 補欠理事の選任について 選任された評議員 立野好仁(久万高原町消防団長) 

 
(4) 監事監査 

開催日時：令和 2年 4月 14日（火）10：00～12：00 
     出 席 者：監事 3名（高橋公一・嘉村重雄・篠﨑耕太郎） 
 
 
 
 
   ⑸ その他法人運営諸問題の協議に関する会議等 

愛媛県防災会議 
 委員：愛媛県消防協会長（大西浩司） 
  開催なし 
日本消防協会主催会議 
理 事：土居 敏夫（9月 17日まで）・大西 浩司 

 評議員：堀田 公 
令和 2年 6月 12日（金）理事会【書面決議】 
令和 2年 6月 25日（木）評議員会【書面会議】 

  令和 2年 9月 17日（木）臨時理事会 
令和 3年 2月 26日（金）都道府県事務局長会議※コロナ禍により中止 
令和 3年 3月 4日（木）理事会・評議員会【書面会議】 

全日本消防人共済会主催会議 
 理事：土居 敏夫 
総代：大西 浩司・堀田 公 

  令和 2年 6月 25日（木）総代会【書面会議】 
  令和 2年 9月 11日（水）理事会【書面会議】 

令和 3年 3月 19日（金）臨時総代会【書面会議】 
その他協会長出席行事 
 ・消防学校 

［4月 6日（月）入校式、9月 12日（土）実技訓練発表会、9月 25日（金）初任教育卒業式］ 
 ・戦没者追悼式［8月 15日（木）愛媛県県民文化会館］※コロナ禍で参列者削減により不参加 
 ・年賀交歓会［1月 4日（月）愛媛県県民文化会館］※コロナ禍により中止 
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4 収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状況の推移（抜粋） 

                                 単位：千円 

事業年度 H30 年度 3 月

末 

R01 年度 3 月末 R02 年度 3 月末 

前期繰越収支差額 7,491 9,110 11,630 

当期経常収益合計 37,544 32,462 28,405 

当期経常費用合計 36,502 29,667 27,813 

当期経常増減額 1,041 2,795 592 

次期繰越収支差額 9,110 11,630 10,562 

資産合計 69,113 70,667 71,787 

負債合計 3,903 2,596 2,950 

正味財産 65,209 68,071 68,837 

 

 

Ⅲ 法人の課題 

世界規模のコロナ禍のなか、消防防災の諸問題の解決を図る団体としての社会的責

任を全うするため、どのような施策・事業が必要か見極めながら、持続可能な団体と

して、愛媛県や市町とともに、県協会・消防団・消防本部が協働していける環境を整

えていかなければならない。 

また、協会建物の適正な維持管理とともに、ICT 時代に即した環境の整備につい

て、具体化させていかなければならない。 

 

 

Ⅳ 決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実 

   なし 

 

 

 令和 2 年度事業報告では、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34

条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」は存在しないの

で作成しない。 

令和 3 年 4 月 

公益財団法人愛媛県消防協会 







 


